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テレビ(TV)の長時間視聴による小児の睡眠への影響は指摘されているが、近年急速に普

及しているスマートフォンなど携帯用電子機器(PED)が乳幼児の睡眠に及ぼす影響を調

べた研究はほとんどない。本研究では乳幼児において TV、PED の使用が睡眠時間の短縮

及び就寝時間の遅延に及ぼす影響を検討した。エコチル調査の参加者 104,062名のうち、

質問票の回答が有効であった 74,525名を対象に、TV視聴時間、PED使用時間と睡眠時間

の短縮、就寝時間遅延の関連についてロジスティック回帰分析により共変量を調整して

解析した。さらに１歳の TV視聴時間、睡眠習慣が 3歳の睡眠時間、就寝時間に及ぼす影

響についても縦断的解析を行った。睡眠時間の短縮については、PEDの使用時間が長い児

ほど、PEDを使用していない児と比べ睡眠時間が短縮するリスクが高かった。就寝時間の

遅延については、TV、PEDともに使用時間が長い児ほど、TVを視聴していない児、PEDを

使用していない児と比べ就寝時間が遅延するリスクが高かった。1 歳の TV 視聴時間、睡

眠習慣が 3歳の睡眠時間、就寝時間に及ぼす影響について、1歳時の TV視聴時間が長か

った児ほど、TV を視聴していなかった児と比べ 3 歳時に就寝時間が遅延するリスクが高

かった。さらに 1歳での就寝時間が遅かった児は、3歳での就寝時間も遅いことが示され

た。本研究では、TV 視聴時間と比較して、PED 使用時間の長い児が就寝時間は遅い傾向

にあった。さらに睡眠時間の短縮について、TV 視聴との関連はなかったが、PED の使用

時間が長い児ほど、睡眠時間が短縮するリスクが高かった。このことより乳幼児の睡眠

への影響は TVより PEDがより強く影響している可能性がある。本研究の限界としては睡

眠時間、就寝時間の評価は、母親からの自記式質問票を用いたことである。また、スマ

ートフォンなど PED は近年急速に普及が進んだため、今回の結果はより普及が進んでい

る現在の状況と比べて過小評価になっている可能性もある。今回の研究では１歳から 3

歳まで縦断的に解析を行ったが、今後さらに縦断的に解析をしていく必要があると考え

る。 

 

 




